
消
費
税
率
引
上
げ
で
は
、
経
済
の

回
復
基
調
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
軽
減
税
率

制
度
や
臨
時
・
特
別
の
措
置
な
ど

各
種
対
応
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
も
、
個
人
・
法
人
市
民

税
な
ど
が
増
額
に
な
る
な
ど
、
個

人
所
得
へ
の
影
響
が
出
始
め
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
地
方
交
付
税
に
つ

い
て
は
、
激
変
緩
和
措
置
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
合
併
算
定

替
の
段
階
的
縮
減
の
影
響
に
よ
り

減
額
と
な
っ
て
お
り
、
自
主
財
源

の
確
保
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
の
中

で
、
令
和
元
年
度
は
、
本
市
を
取

り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
情
勢
を
的
確

に
捉
え
、
現
状
を
十
分
に
把
握
し

た
中
で
、
行
革
に
沿
っ
た
行
政
運

営
と
健
全
な
財
政
運
営
の
バ
ラ
ン

ス
を
保
ち
な
が
ら
、「
第
2
次
山

梨
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」
で

掲
げ
る
5
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
・
目

指
す
方
向
性
を
柱
と
し
、
市
長
の

政
策
方
針
で
あ
る
「
7
つ
の
ビ
ジ

ョ
ン
」
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
計
画
期
間

最
終
年
度
と
な
る
「
山
梨
市
総
合

戦
略
」
の
計
画
に
沿
っ
た
K
P
I

の
達
成
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
本
市

の
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
の
国
内
経
済
は
、

雇
用
・
所
得
状
況
の
改
善
等
に
よ

り
、
内
需
を
中
心
に
緩
や
か
に
回

復
し
て
お
り
、
令
和
元
年
10
月
の

　
自
主
財
源
で
は
、
幼
児
教
育
・
保
育

無
償
化
に
伴
い
分
担
金
及
び
負
担
金

が
9
6
7
1
万
8
千
円
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
が
、
寄
附
金
が
ふ
る
さ
と
納

税
の
増
額
に
伴
い
2
億
1
5
8
4
万

6
千
円
増
額
に
な
っ
た
こ
と
、
ふ
る

さ
と
輝
き
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
り
繰

入
金
が
1
億
8
1
1
9
万
8
千
円

増
額
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
対

前
年
度
比
3
億
1
4
9
0
万
8
千

円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
依
存
財
源
で
は
、
普
通
交
付
税
が

合
併
算
定
替
の
縮
減
に
よ
り
減
額
と

な
っ
た
ほ
か
、
介
護
基
盤
整
備
等
事

業
費
補
助
金
の
皆
減
な
ど
に
伴
う
県

支
出
金
の
減
額
や
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
施
設
整
備
事
業
の
終
息
に
伴
う

学
校
教
育
施
設
等
整
備
事
業
債
の
皆

減
な
ど
に
よ
り
地
方
債
が
大
幅
な
減

額
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
対

前
年
度
比
4
億
9
1
8
3
万
5

千
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

01 歳入の概要

　
民
生
費
は
、
介
護
基
盤
整
備
等
事

業
、
保
育
所
等
整
備
交
付
金
事
業
が
皆

減
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
対

前
年
度
比
2
億
3
3
4
2
万
2
千

円（
4・0
%
）の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
土
木
費
は
、
山
梨
市
駅
南
地
域
整

備
事
業
、
橋
梁
長
寿
命
化
耐
震
整
備
事

業
が
増
額
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

対
前
年
度
比
6
億
7
7
2
6
万
2
千

円
（
21
・
8
%
）
の
大
幅
な
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

　
公
債
費
は
、
既
発
債
の
借
換
に

伴
う
償
還
元
金
が
減
額
と
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
対
前
年
度
比

4
9
9
0
万
6
千
円
（
2・0
%
）

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
総
務
費
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
事

業
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム

構
築
事
業
が
増
額
と
な
っ
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年
度
比

2
億
6
5
5
8
万
8
千
円
（
14
・

2
%
）
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
教
育
費
は
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

施
設
整
備
事
業
、
市
民
総
合
体
育
館

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
整
備
事
業
が

終
息
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
対
前

年
度
比
6
億
9
2
2
1
万
4
千
円

（
28
・
8
%
）
の
大
幅
な
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

　
衛
生
費
は
、
焼
却
施
設
解
体
及
び
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
整
備
事
業
が
終
息
し

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年
度
比

1
億
6
3
9
9
万
7
千
円
（
12
・

1
%
）
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
諸
支
出
金
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

を
原
資
と
し
た
ふ
る
さ
と
輝
き

基
金
積
立
金
が
増
額
と
な
っ
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年
度
比

2
億
1
2
1
2
万
1
千
円
（
42
・

0
%
）
の
大
幅
な
増
額
と
な
り
ま
し

た
。

　
商
工
費
は
、
企
業
立
地
促
進
事
業

助
成
金
が
増
額
と
な
っ
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
対
前
年
度
比
5
8
0
0
万

円（
15・1
%
）の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

02 目的別歳出の概要

令和元年度歳入総額　205 億    369 万 3 千円
歳出総額　196 億 7,214 万 5 千円

差引額　　     8 億 3,154 万 8 千円

実質収支額　　 7 億    957 万円

翌年度への
繰越財源　　

  1 億 2,197 万 8 千円

項目 金額

普通税
94.5％

個人市民税 16 億 1,235 万 8 千円

法人市民税 1 億 8,953 万 4 千円

固定資産税 17 億 2,241 万 2 千円

軽自動車税 1 億 4,736 万 4 千円

市たばこ税 1 億 8,556 万 3 千円

目的税
5.5％

入湯税 2,137 万 4 千円

都市計画税 2 億 445 万 2 千円

市税合計 40 億 8,305 万 7 千円

令和元年度市税内訳

譲与税・交付金など
3 億 771 万 6 千円 (1.5%)県支出金

10 億 7,597 万 9 千円
(5.2%)

地方消費税交付金
5 億 9,521 万 9 千円

(2.9%)

市 税
40 億 8,305 万 7 千円

(19.9%)

地方交付税
57 億 7,116 万 8 千円

(28.1%)

国庫支出金
31 億 1,186 万 7 千円
(15.2%)

地方債
21 億 2,443 万 2 千円
(10.4%)

繰越金
11 億 613 万 6 千円 (5.4%)

分担金及び負担金
3 億 5,122 万円 (1.7%)

寄附金
7 億 4,740 万 6 千円 (3.6%)

使用料・手数料
3 億 1,239 万 5 千円 (1.6%)

諸収入
3 億 960 万 3 千円 (1.5%)

その他
6 億 749 万 5 千円
(3.0%)

一般会計歳入

205億369万3千円
一般会計歳出

196億7,214万5千円

目的別

民生費
55 億 8,097 万 7 千円

(28.4%)

土木費
37 億 9,059 万 7 千円

(19.3%)
公債費

23 億 8,919 万 5 千円
(12.1%)

総務費
21 億 4,100 万 5 千円
(10.9%)

教育費
17 億 1,368 万 8 千円
(8.7%)

衛生費
11 億 9,355 万 6 千円
(6.1%)

消防費
7 億 7,445 万 8 千円
(3.9%)

諸支出金  7 億 1,715 万円 (3.6%)

農林水産業費  6 億 8,043 万 9 千円 (3.5%)

商工費  4 億 4,128 万 6 千円 (2.2%)

議会費  1 億 5,185 万 1 千円 (0.8%)

労働費  5,889 万 4 千円 (0.3%)

災害復旧費  3,904 万 9 千円
(0.2%)

令和元年度

決算報告

決算

広報やまなし 2020.11- 2広報やまなし 2020.11- 3

依存財源
63.3%

自主財源
36.7%



03 性質別経費の概要05財政状況

04特別会計・公営企業会計など
04-1 特別会計

04-3 公債費 04-4 基金

04-2公営企業会計

　
投
資
的
経
費
は
、
山
梨
市
駅
南
地
域
整

備
事
業
な
ど
補
助
事
業
費
は
増
額
と
な
り

ま
し
た
が
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
整

備
事
業
、
市
民
総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
整
備
事
業
等
の
単
独
事
業
費

が
大
幅
に
減
額
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

対
前
年
度
比
6
億
8
4
7
万
円
（
13
・

9
%
）
の
大
幅
な
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
扶
助
費
は
、
自
立
支
援
介
護
等
給
付
事

業
、
障
害
児
支
援
給
付
事
業
の
増
額
な
ど

に
よ
り
、
対
前
年
度
比
9
6
2
5
万
1

千
円（
3・4
%
）の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
物
件
費
は
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス

テ
ム
構
築
委
託
料
、
情
報
系
シ
ス
テ
ム

（
L
G
W
A
N
）
更
新
委
託
料
の
増
額
な
ど

に
よ
り
、
対
前
年
度
比
1
億
8
6
6
2
万

3
千
円（
6・8
%
）の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
助
費
等
は
、企
業
立
地
促
進
事
業
助
成
金
、

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
、
甲
府
・
峡
東
地
域
ご

み
処
理
施
設
事
務
組
合
負
担
金
の
増
額
な
ど
に

よ
り
、
対
前
年
度
比
1
億
6
1
4
5
万
2

千
円
（
7
・
7
%
）
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
繰
出
金
は
、
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
、

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
の
増
額
な

ど
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
3
9
4
6
万
9

千
円
（
2
・
2
%
）
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
積
立
金
は
、
ふ
る
さ
と
輝
き
基
金
積

立
金
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年
度

比
2
億
2
0
4
5
万
4
千
円
（
43
・

3
%
）
の
大
幅
な
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

特別会計名 歳入 歳出 差引
国民健康保険 43 億 5,891 万円 42 億 7,749 万 8 千円 8,141 万 2 千円
後期高齢者医療 4 億 6,906 万 3 千円 4 億 6,809 万 6 千円 96 万 7 千円
交通・火災災害共済 1,147 万 5 千円 711 千円 436 万 5 千円
浄化槽事業 6,853 万 4 千円 6,853 万 4 千円 ー
介護保険 43 億 690 万 2 千円 42 億 235 万 2 千円 1 億 455 万円
居宅介護予防支援 1,479 万 2 千円 1,479 万 2 千円 ー
簡易水道事業 6 億 5,930 万円 6 億 5,930 万円 ー
活性化事業 8,191 万円 8,191 万円 ー

合計 99 億 7,088 万 6 千円 97 億 7,959 万 2 千円 1 億 9,129 万 4 千円

基金名 令和元年度末残高
財政調整基金 27 億 6,770 万 2 千円
市債管理基金 8 億 396 万 2 千円
地域振興基金 12 億 5,700 万円
地域福祉基金 4 億 5,256 万 4 千円
中山間地域農村活性化基金 1,554 万 2 千円
若者定住促進支援基金 2,665 万 6 千円
土地開発基金 1 億 8,114 万 9 千円
太陽光発電施設等整備基金 1,821 万 2 千円
国民健康保険財政調整基金 4 億 7,642 万 5 千円
交通・火災災害共済見舞金支払準備基金 6,627 万 4 千円
介護保険給付費支払準備基金 6,789 万円
ふるさと輝き基金 7 億 1 千円
子ども笑顔づくり基金 229 万 6 千円
森林環境譲与税基金 900 万円
教育ゆめ基金 100 万円

合計 68 億 4,567 万 3 千円

会計名 令和元年度末
未償還額

一般会計 254 億 1,200 万 4 千円

浄化槽事業 2 億 3,967 万 4 千円

簡易水道事業 24 億 3,450 万 6 千円

介護保険 5,300 万円

水道事業 22 億 5,023 万 6 千円

病院事業 112 万円

下水道事業 79 億 9,857 万 8 千円

合計 383 億 8,911 万 8 千円

決算額

水道事業

収益的収入 6 億 4,724 万 7 千円

収益的支出 6 億 4,706 万 1 千円

資本的収入 1 億 7,571 万 8 千円

資本的支出 2 億 9,150 万 1 千円

病院事業

収益的収入 1,948 万 2 千円

収益的支出 1,948 万 1 千円

資本的収入 38 万 8 千円

資本的支出 77 万 6 千円

下水道事業

収益的収入 9 億 766 万 2 千円

収益的支出 8 億 9,583 万 4 千円

資本的収入 7 億 1,378 万 4 千円

資本的支出 9 億 6,181 万 2 千円

05-1 財政健全化指標
　財政健全化法では、一般会計等に
おける「実質赤字比率」「連結実質
赤字比率」「実質公債費比率」「将来
負担比率」の４つの健全化判断比率
が定義されており、公営企業会計に
おいては「資金不足比率」の判断指
標で経営健全化基準が定められてい
ます。
　４つの判断比率のいずれかが早期
健全化基準を超えた場合には「財政
健全化計画」などの策定が義務付け
られています。

健全化判断比率などの対象

地
方
公
共
団
体

　　一般会計
　　福祉、教育、まちづくりなどの行政サービス

　　特別会計
　　国民健康保険、介護保険事業など

公営企業会計
水道事業、病院事業など

一部事務組合など
東山梨行政事務組合、峡東地域広域水道企業団など

第三セクターなど
山梨市フルーツパーク㈱、㈲みとみなど

将

来

負

担

比

率

実
質
赤
字
比
率

資
金
不
足
比
率

実
質
公
債
費
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

05-2 令和元年度決算における山梨市の健全化判断比率の状況

性質別

投資的経費
37 億 7,336 万 5 千円

(19.2%)

扶助費
29 億 4,876 万 1 千円

(15.0%)

物件費
29 億 3,172 万 7 千円

(14.9%)

人件費
25 億 2,531 万 9 千円

(12.8%)

公債費
23 億 8,919 万 5 千円

(12.1%)

補助費等
22 億 6,510 万 2 千円

(11.5%)

繰出金
18 億 4,159 万 2 千円

(9.4%)

維持補修費 
6,788 万 7 千円 (0.4%)

積立金
7 億 2,963 万 9 千円

(3.7%)

貸付金等  1 億 9,955 万 8 千円 (1.0%)

令和元年度

決算報告

実質公債費比率の推移

11.2

平成 29 年度

(%)

平成 30 年度 令和元年度

11.0 11.0

↑ 25.0%( 早期健全化団体 )

↓健全な財政運営

将来負担比率の推移

125.3

平成 29 年度

(%)

平成 30 年度 令和元年度

118.4 117.1

↑ 350.0%( 早期健全化団体 )

↓健全な財政運営

指標 内容 山梨市 早期健全化基準
（イエローカード）

実質赤字比率
一般会計の実質的な赤字額が市の標準的な収
入に対してどのくらいの割合かを示す指標で
す。家計簿に例えると、年間の赤字額の合計
が収入の合計に占める割合になります。

赤字なし 13.32％

連結実質赤字
比率

一般会計のほか、特別会計や企業会計も含
めて計算した実質赤字比率です。家計簿に
例えると、自分の世帯のほか、子どもの世
帯を合わせた赤字額の合計が、収入の合計
に占める割合になります。

赤字なし 18.32％

実質公債費
比率

一般会計などが負担する長期の借入金の返済
や、それに準じる支出が、市の標準的な収入
に対してどのくらいの割合になるかを示す指
標です。家計簿に例えると、住宅ローンなど
の返済額の合計が年収に占める割合になりま
す。過去3カ年平均を表しています。

11.0％ 25.0％

将来負担比率

一般会計などが抱える実質的な負債の残高
が、市の標準的な収入に対してどのくらい
の割合かを示す指標です。家計簿に例える
と、住宅ローンなどの借入金の残高が現在
の年収の何％になるかを示す指標です。

 117.1％ 350.0％

　
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
で
は
、
実
質
収

支
が
赤
字
で
な
か
っ
た
こ
と
、企
業
会
計
で
は
、

資
金
の
剰
余
金
が
あ
り
資
金
不
足
に
な
ら
な
か

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実

質
赤
字
比
率
・
資
金
不
足
比
率
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
実
質
公
債
費
比
率
は
、
甲
府
・
峡
東
地
域

ご
み
処
理
施
設
事
務
組
合
負
担
金
の
増
加
や

標
準
財
政
規
模
の
縮
小
な
ど
に
よ
り
、
単
年

度
数
値
で
は
上
昇
し
ま
し
た
が
、
3
カ
年
の

平
均
が
11
・
0
%
と
な
り
、
前
年
度
と
同
率

と
な
り
ま
し
た
。

　
将
来
負
担
比
率
は
、
公
営
企
業
等
繰
入
見
込

額
の
減
少
、
基
金
等
充
当
可
能
財
源
等
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、
1
1
7
・
1
%
と
な
り
、
前

年
度
よ
り
1
・
3
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
後
の
財
政
状
況
を
考
え
る
と
、

実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
は
、
標

準
財
政
規
模
の
縮
小
、
公
債
費
の
増
加
、
国

の
交
付
税
の
削
減
な
ど
の
影
響
を
受
け
、
数

値
は
上
昇
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
よ
る
経
済
活
動
の
低
迷
は
、
今
後
に
お

い
て
も
本
市
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
渦
中
に
お
い

て
も
持
続
可
能
な
財
政
構
造
を
確
立
し
て
い

く
手
段
と
し
て
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、

事
業
経
費
の
削
減
な
ど
行
政
の
ス
リ
ム
化
に

向
け
た
努
力
を
続
け
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代

を
見
据
え
た
健
全
な
財
政
運
営
と
、
本
市
に

見
合
っ
た
適
正
な
予
算
規
模
の
構
築
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
問
財
政
課
財
政
担
当　
内
線
２
４
０
５


